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日本第四紀学会の 2011年度のパブリックアウトリーチ活動：市民向けの野外巡検，
ミニ講演会，石の楽器の演奏会
Public outreach activities of the Japan Association for Quaternary Research: field excur-
sion, lecture and concert
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日本第四紀学会では，文部科学省の科学研究費補助金（研究成果公開促進費）を利用して，2011年 8月に市民向けの
野外巡検，2012年 2月には市民向けの野外巡検，ミニ講演会，石の楽器の演奏会を実施した．これらは，学会によるパ
ブリックアウトリーチ活動の一環として，研究成果の社会への還元，研究分野の普及啓発を目的ととしている．
　 2011年 8月の市民向けの野外巡検には，全部で 52名の参加者があった．巡検は徳島県・香川県の地形・地質をテー

マとし，中央構造線の変位地形と断層露頭，鮮新ー更新統の土柱層・三豊層群の露頭を観察した．アンケート調査によ
れば，参加者は巡検を肯定的にとらえており，今後の巡検に期待していた．
　 2012年 2月には市民向けの野外巡検，ミニ講演会，石の楽器の演奏会は，新たな視点で東四国の自然の価値を見出

すことを目指し，音楽，文化，観光，鉄道など，われわれが普段楽しんでいるものから，四国の自然を再発見してもらう
ことを目的とした．市民向けの野外巡検には，全部で＊＊名の参加者があった．野外巡検では，香川県と徳島県にまた
がって，讃岐うどん店，彫刻の美術館，石の楽器（サヌカイト）の製作現場，湧水を訪問し，列車に乗って地形を遠望
した．ミニ演奏会と石の楽器の演奏会には，全部で＊＊名の参加があった．ミニ講演会では，ジオパーク，ジオ鉄，讃岐
うどん，湧水，石の楽器（サヌカイト），石の文化遺産についての講義と中学生・高校生による郷土の自然の紹介を行っ
た．また，プロの打楽器奏者による石の楽器（サヌカイト）の演奏会を行った．
　このような，学会によるパブリックアウトリーチ活動は，研究のアカウンタビリティーと研究分野の普及啓発のた

めに，もっと積極的に行われて良いと思われる．そのためには，科学研究費補助金をはじめとする外部資金の導入が重
要である．学会によるパブリックアウトリーチ活動を博物館等と連携して行う場合，博物館等にとっては通常の普及活
動とは異なる活動ができるというメリットがある．学会によるパブリックアウトリーチ活動を単発のもので終わらない
ためには，学会とジオパークや博物館等の地域の生涯学習機関とのネットワークを構築することが今後の課題である．
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